
 

医学研究科倫理審査委員会議事要旨 

 

 

日 時：平成 27年 3月 11 日(水) 午後 3時 00 分～午後 4時 55 分 

場 所：医学部研究棟 非常勤講師控室 

出 席：鈴木貞夫委員長、青木康博委員、村上信五委員、新実彰男委員、齋藤伸治委員、平岡

翠委員、松永民秀委員、河合篤男委員、薊隆文委員、金子義明委員 

 欠 席：杉浦真弓副委員長、三島晃委員、滝村雅人委員 

 

 
１ 持ち回り委員会等結果（報告） 
    委員長より別紙のとおり、平成 26 年度第 5 回倫理審査委員会以降に、持ち回り委員会等

により承認された研究課題の報告がなされた。 
 
 
２ 審議案件 

(1) 受 付 番 号：1101 
研究課題名：糖尿病網膜症の眼内発現蛋白質同定による創薬標的分子の探索 
申 請 者：網膜血管生物学 寄附講座教授 植村 明嘉 
 
①審査の概要 
申請者から研究内容について説明を受け、質疑応答を行った。 
審査の結果、以下の点について指摘があった。 
 
 ・申請書（様式１）の 14「インフォームド・コンセント」(1)の⑬について、共同研究は

行わないのでチェックをはずすこと。 
 ・説明書について、患者さんが自分が何をされるのか、手術で採取するものを余分にとる

ものがないこと、また採取されるものを箇条書きに記載する等一般の方が読んでわかる
ように具体的に記載すること。 

 ・実施書の 9「研究の終了、中止、中断」について、この治療、研究に沿った記載にする
こと。また、薬事法と記載されている箇所について、現在の名称を記載すること。 

 
②結論 
上記指摘に基づく修正申請書が提出された後、委員長が判定を行う。 
 
 

(2) 受 付 番 号：1069 
研究課題名：ヒト脳組織を用いた海馬由来コリン作動性神経刺激ペプチド(hippocampal 

cholinergic neurostimulating peptide:HCNP)とその関連因子の発現解析 
申 請 者：地域医療教育学 特任教授 赤津 裕康 
 
①審査の概要 
申請者から研究内容について説明を受け、質疑応答を行った。 
審査の結果、以下の点について指摘があった。 
 
・申請書（様式１）の 2「研究責任者」及び 3「研究分担者」の役割については、何を行
うのかを記載すること。 

・申請書（様式１）3「研究分担者」について、研究に関わる者を記載すること。 
・申請書（様式１）13「個人情報の保護」について、カルテ情報とリンクすることについ
て具体的に記載すること。 

・申請書（様式１）の 14「インフォームド・コンセント」(1)ついて、①のチェックをは
ずし、②にチェックすること。 

 ・申請書（様式１）の 8「研究方法」について、発現遺伝子解析は行わないので削除する
こと。 

 ・何を行うのかわかるように記載すること。 
 
②結論 
上記指摘に基づく修正申請書が提出された後、委員長が判定を行う。 
 
 



 
 

(3) 受 付 番 号：1114 
研究課題名：気管支喘息患者における血清および喀痰 Resistin like molecule-β(RELM-β)

濃度と気道リモデリングとの関連 
申 請 者：呼吸器・免疫アレルギー内科学 病院講師 竹村 昌也 
 
①審査の概要 
申請者から研究内容について説明を受け、質疑応答を行った。 
審査の結果、以下の点について指摘があった。 
 
・実施計画書について、通常診療で行うこととインフォームド・コンセントに同意した人
に追加で行うことがわかるように記載すること。 

・別紙様式の 4「インフォームド・コンセント」について、「②資料等の採取が侵襲性を
有しない」にチェックすること。 

・説明書の「2 研究に参加した場合に予想される利益および不利益」について、通常診療
と新たに研究として行うことがわかるように記載すること。 

・説明書の「3 健康被害等の保障」について、齟齬がないように記載すること。 
 
②結論 
上記指摘に基づく修正申請書が提出された後、委員長が判定を行う。 

 
 
３ その他 
 (1) 倫理審査委員会認定申請について 
   倫理審査委員会認定制度に申請したことについて報告がなされた。 
 
(2) 倫理審査委員会規程及び申請書の改正案について 

   新しい指針である「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に対応するための規程
及び申請書の改正を提案することとした。 

 
 

以上 


